
 

平成１９年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   23101 戦略的な企業誘致      （農水商工部） 

                   23102  新産業の創造        （農水商工部） 

  （主担当部：農水商工部）     23103  情報家電産業クラスターの形成（農水商工部） 

                   23104  戦略的なベンチャー企業の育成（農水商工部） 

23105  産業人材の育成等基盤整備  （農水商工部） 

23106  四日市コンビナートの活性化 （農水商工部） 

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）時代を先導する産業分野の企業や意欲ある経営を行う事業者等が 

 （意図）地域の特色を生かした自律的な産業集積を構築し、活発に事業を展開している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目標値 １０位(2009 年度) 施策目標 

項  目 

（主指標） 
製造品出荷額の全国順位 

現状値 １０位(2005 年度) 

 ※ 県内の第２次産業の活動実績を示す指標となる製造品出荷額の相対的な位置を示す全国

順位（経済産業省工業統計表）。2010年度の目標値は、2011 年春に把握できる 2009 年度の

実績数値により測ることとします。 

 

＜現状と課題＞ 
・三重県を取り巻く経済環境は、中国・インドをはじめとするアジア経済の台頭、国内の競

争の激化など大きく変化しています。さらに今後は、人口減少に伴う労働力人口および消

費者人口の減少の影響で経済活力が低下することが懸念されています。 

・このような中、引き続き県内産業が力強く発展し新しい価値を創造していくためには、県

内に集積する素材・部材産業と加工組立産業が連携することによって、国際競争力のある

高付加価値な製品を生み出す知識集約型産業クラスターを構築していくことが必要です。 
・そのために核となる企業を戦略的に誘致し、県内産業の高度化、高付加価値化を促進させ

るとともに、技術革新や新たなビジネスモデルを提供するベンチャー企業等が次々と創出

する環境を整備することが求められているとともに、それらの産業を支える人材の育成・

活用が必要となっています。  

 
＜平成１９年度の取組方向＞ 

① 企業立地については、バレー構想関連産業を始めとする、先端産業分野にかかる生産施設や

研究開発施設の誘致に取り組み、本県の産業構造の知識集約型への転換を促進します。また、

市町や企業等と連携し、誘致の受け皿となる産業用地の確保をはかります。 

目標値 ２３０(2009 年度) 
工業集積度 

現状値 ２００(2003 年度) 

目標値 １１２ 

県の取組 

目標項目 

 

（副指標） 
企業等の研究開発費の伸び率 

現状値 １００ 

２３１ 自律的産業集積の推進 



 

② 県内産業が力強く発展していくため、先端的産業が創造される環境整備を行います。 

③ 県内産業を知識集約型産業構造へと転換していくために、研究開発機能の集積を進めます。 
④ ベンチャー企業等を創出するため、起業をめざす人材の開拓を進めるとともに、民間と連携

したサポート体制を構築し、成長段階に応じた総合的な支援を行います。 
⑤ 新しい価値を創造し、イノベーションを創出する産業人材の育成を進めます。 
⑥ 四日市地域がもつポテンシャルを活かして、四日市コンビナートの高度化、高付加価値化を

はかっていきます。 
 

＜主な事業＞ 
①（新）（重）三重の活力を高める企業誘致促進事業【基本事業名：23101 戦略的な企業誘致】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ２，３５０，３１９千円 
  事業概要：バレー構想関連産業を始めとする、先端産業分野に属する生産施設や研究開発施

設等の立地に対して補助を行い、これら産業のさらなる集積を促すとともに、県

内企業と外資系企業の技術交流を促進させて対内直接投資を呼び込むことで、本

県の産業構造の知識集約型への転換をはかります。 

 
②（新）（重）先端産業育成事業【基本事業名：23102 新産業の創造】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ５４，７４２千円 
  事業概要：先端的な分野における企業の研究開発の促進や大学などの研究機関とのネットワ

ークの強化をはかります。 
 

③（新）（舞）研究開発機能集積促進事業【基本事業名：23103情報家電産業クラスターの形成】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ３５，６７３千円 
  事業概要：県内に企業・大学等の研究開発機能を集積することにより、県内産業を知識集約

型産業構造へと転換させるため、企業等が行う研究開発に対して支援するととも

に、国内外の一線級の研究者や企業との連携を進めます。 
 
④（重）ベンチャー企業創出促進事業【基本事業名：23104 戦略的なベンチャー企業の育成】  

  当初予算額：⑱ ２０９，６７４千円 → ⑲ １００，０００千円 
  事業概要：ベンチャー企業等の成長段階に応じて、経営の段階にいたる支援サービスを

提供し、特に、製品開発やビジネスモデルの実証段階での支援を強化します。 
 
⑤（新）（舞）産業人材育成基盤整備事業【基本事業名：23105産業人材の育成等基盤整備】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ １５０，０００千円 
  事業概要：我が国産業の国際競争力の源泉である高度な部材・材料を開発する中核的な人材

の育成への取組として、高度部材開発に必要な実践的知識を体系的に会得できる

専門教育機関の拠点整備を行います。 
 
⑥（新）（重）四日市コンビナートアクションプログラム推進事業 
     【基本事業名：23106 四日市コンビナートの活性化】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ９，９９４千円 
  事業概要：四日市地域が持つ化学技術のポテンシャルを活かして、コンビナートと周辺に集

積する加工組立産業との連携等を踏まえ、機能性化学産業、環境産業等への展開

など、持続的発展が可能な地域づくりを促進するための取組を行います。 


